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ニーズNo.1河川・砂防 『点検の効率化』

令和元年7月29日

株式会社 復建技術コンサルタント

市川 健

インフラメンテナンス国民会議東北フォーラム 令和元年度マッチングイベントin青森

【河川管理施設の点検を「e-Riveｒ」でより安く、より手軽に】

1.ニーズとシーズ

1-1.ニーズ
河川管理施設の点検を効率的かつ安価に実施したい
【河川管理施設】
1）堤防（土提、護岸、水制工・・・・）
2）樋門・水門（函、継手、門柱・・・）
3）堰（床版、堰柱、門柱・・・・・・・・）
4）床止め（本体、護床工、基礎・・）
5）排水機場
6）河道（流下能力評価：河積、樹木調査、河床変動）

1-2.シーズ
ＵＡＶ写真測量技術と中小河川の維持管理用に開発し

た「e-Riveｒ」を活用し、より安く、より手軽に河川管理施
設の維持管理を行う
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2.e-Riverによる道路法面管理の効率化（フロー）

・使用機材と作業フロー

撮 影 条 件

撮影機材 Phantom4 PRO RTKモデル

撮影方法 静止画、動画

写真解析ソフト PhotoScanなど（解析ソフト）

UAV撮影：静止画、動画

※写真解析

点群発生 ＴＩＮ
作成 オルソ化

e-Riverでデータ読込み

【作業フロー】

▲使用機材（Phantom4 PRO RTKモデル）

断面取得、写真、動画閲覧

デジカメ：静
止画、動画

動画静止画

※流下能力評価、横断図取得箇所については
写真解析の実施が必須

参考：ＵＡＶ写真測量（動画：30秒）
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3.e-Riverとはどんなソフトか
・中小河川の維持管理を目的として、当社が独自開発したＵＡＶ撮影
データ編集のための専用ソフト（商標登録済み、特許出願中）
データ登録やソフト自体の操作が容易

ソフト立上げ時の
トップ画面

4.e-Riverで何ができる

●活用例
1）写真による維持管理（徒歩による点検業務の代替え）

1-1）樹木調査・・・夏季撮影
1-2）土堤や護岸点検・・・冬季撮影
1-3）出水後の点検（根固めブロック流出）・・・出水後

2）動画による維持管理
2-1）出水前の河川全体の状況把握・・・非出水期に撮影
2-2）出水後の河川全体の状況把握・・・出水期（後）に撮影

3）横断図作成
3-1）流下能力評価が必要な箇所など・・・冬季撮影

4）流下能力評価
4-1）準二次元不等流計算
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4-1.写真登録

4-2.写真による河道確認
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4-3.写真による植生確認

4-4.動画による河道確認（動画：1分）
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4-5.横断図作成

4-5.水位計算
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4-6.水位計算結果

5.e-Riverによる維持管理の低コスト化
（関連技術の現状）
1) 従来の地上横断測量やＵＡＶレーザー測量は計測費用が高価。
2) 地上横断測量作業の安全性や測量技術者の人材確保が問題。
（当該技術の現状）
1) メリット：現場条件によるが、従来の地上横断測量に比較し、1/2～1/3のコストで断面
図作成や現況把握（写真登録）が可能。

2) デメリット：植生繁茂化の地表面標高が捉えにくい。

区分 横断測量⇒横断図作成 UAV写真測量⇒横断図作成

内容

・地上測量、横断図作成、樹木調査 ・ＵＡＶ写真測量、SfM処理、横断図作成

作業コスト 3 1

安全性 低い 高い

備 考 ※平成30年度事前研究実積（L=1.7km）

河床へ立入り

河川横断測量および樹木調査への適用事例
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6.e-Riverでデータ管理をしておけば

1）日常点検

2）災害発生時の初期対応

3）維持管理工事（樹木伐採、土砂浚渫）計画の策定

4）工事後の河道管理

ＵＡＶやｅ-Ｒｉｖｅｒを河道の点検や維持管理に導入
することで河道維持管理全体の効率化・低コスト化

★これまでの点検をすべてＵＡＶに置き換えることは不可
能です。ＵＡＶの活用場面を検討することが重要！！

ご清聴ありがとうございました！

ご清聴ありがとうございました
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